
テーマ  
Ｗｉｎｄｏｗｓのメモ帳を使って 

ローマ字入力を練習しよう 
概要  Ｗｉｎｄｏｗｓの付属のメモ帳を使って英数字の入力、ローマ字の入力

を練習し、テキスト文書を作る練習をする。文字情報と絵、写真などの

画像情報など、ディジタル情報との結合の準備をする。  
ねらい 収集した多様な形態の情報を目的に応じて統合的に処理する方法を習

得させる。  

関 連 す る

主 な科 目・ 項

目  

コンピュータによる情報の

統合  
難易度  

○易 ・普・難  想定  
時間数  

約 2 時間  

準備するもの ローマ字・かな変換表  作成者    安西 達彦  

１ 学習の展開  
  ウィンドウズで スタート→プログラム→アクセサリ→メモ帳 (ここでクリック ) 
  にしてメモ帳を表示します。  
 
①日本語入力システム（ＭＳ－ＩＭＥ）をオフにしてアルファベットの入力を練習し

ます。  
      ツールバーがこのようになっていることを確認。        

             
 なってない場合は クリックしプルダウンメニューから「直接入力」にします。   

         
 

 

こ こ を ク リ

ックします  

（日本語入力システムをオンにする場合を参照のこと。）  
       

 練習１．次の英字を小文字で入力しなさい。  
（間違えたときは BS キーまたは DEL キーで間違えたところを消去する） 

     abcdefghijklmnopqrstuvwz  
  練習２．次の英字を大文字で入力しなさい。  

ABCDEFGHIJKLMNOPWQRSTUVWZ 
練習３．ホームポジション（ｆ，ｊ）から指を離さないようにして次の文字等を入

力しなさい。  
     （大文字は Sift キーを押しながら入力するか CapsLock キーを押す）  

fjfjfjFJFJFJkdkdkdKDKDKDslslslSLSLSLa;a;a;A+A+A+ 
 
② 日本語入力  システムをオンにしてローマ字入力を練習します。  

（ローマ字かな変換対応表を用意する）                          

            日本語入力システムが、オンの場合はこのようになっている。 



 
なっていない場合は                                      

       

_A のところをクリックしプルダ

ウンメニュから「ひらがなを」ダ

ブルクリックします 

 
 練習４．次のひらがなを入

    ⅰ）あいうえお かき

はひふへほ まみ

    ⅱ）ぎふ、あいち、み

    ⅲ）かん、びん、ぺん

    ⅳ）ばっぐ、けっこう

（「っ」のような促

る。）  
「ばっぐ」は ba

 
  練習５．次の地名を入力し

岐阜 高山 大垣 

 
練習６．次の言葉を入力し

缶 県 金 干渉 

 

練習７．ローマ字仮名変換

 常識 左右 大石 

 
ファンクションキー Ｆ７

練習８．次の言葉を入力し

を押す）  
コーヒー ストレー

 
③ 記号を入力してみよう

練習９．次の記号を入力し

〇  ±  々  
こ こを ク リ ッ

クします 
        

 

力しなさい。  

この場合はカナ入力になっ

ているので KANA の部分を

クリックする  

くけこ さしすせそ たちつてと なにぬねの  
むめも わいうえを ん  
え  
、けんこう、きん、ぎんこう （んはｎｎと打つ）  
、かっこう、りっこうほ  

音の表示は、「っ」の次の文字の子音を重ねてタイプす

gg と打つ 

なさい。（ひらがなにして 変換はスペースキーで）  
恵那 各務原 関 中津川  

なさい。  
懸賞 全勝 輪唱 展示  
 
表を使っていろいろな言葉を入力しなさい。  
河原 地区 住民 多自然型護岸 復旧 間伐材  

 を利用してカタカナを入力しみよう。  
なさい。（コーヒーは「こーひー」と入力し Ｆ７キー

ト キー ファンクション   

。（「きごう」と入力し変換します）  
なさい。  
〒  ＾ ※  


